
　VERAの魅力は何といっても
あの佇まいです。威風堂々、白
亜の巨大パラボラアンテナが時
に素早く対象天体を捉え、時に
息を潜めてじっと一点を見つめ
るように観測を行います。
　そうかと思えば休憩中はお皿
を真上に向けてのんびりと入来
の大空を眺めています。遠い宇
宙の果てから届くかすかな鼓動
に耳を澄ませている VERAを見
ると、自分の悩みがちっぽけで
あることに気付かされ、あるい
は自分もまた星と同じ材料でで
きているという安心感のような
ものを感じさせてくれます。
　VERAはとても複雑な計算の
基に設計され、いろいろに吟味
された結果、入来峠に設置され
ました。日本中に星空のきれい

な地域がある中で、ここ入来が
選ばれたことにはとても特別な
意味があります。
　皆さんの薩摩川内市は宇宙か
ら見て、天体観測や宇宙の謎を
解くための最も適した土地で
「選ばれた場所」であるという
ことなのです。
　今まで見えなかったものを照
らしてくれるかがり火のよう
に、そして私たち人類がどの方
向へ進んでいけばいいのかを指
し示す灯台のように、入来峠の
てっぺんに立つ VERAを、薩摩
川内市の貴重なシンボルの一つ
として多くの市民に知っていた
だき、宇宙への好奇心をくすぐ
る場所として、癒やしの場所と
して活用していただきたいと
思っています。

株式会社宙の駅　代表取締役
入来電波望遠鏡ファン倶楽部　
　　　　　　　　　　会長　　本田　静さん
　

日本宇宙少年団　入来ＶＥＲＡ分団

　　分団長　　中村　堅太郎さん
　

　私が最初にVERAに関わった
のは、入来観測局の設立に合わ
せて立ち上がることになった宇
宙少年団入来 VERA分団の分団
長としてでした。
　もともと星が好きだった私に
「分団長は、中村がいいんじゃ
ないか」などの地域の皆さんの
お声掛けなどをきっかけとし
て、就任する運びとなりました。
　現在、宇宙少年団は休会中で
はありますが、少年団以外にも
VERAの施設公開と同時に毎年
行われる「八重山高原星物語」
の副実行委員長として、VERA
とは今も関わり続けています。
　もっとも、星物語も台風やコ
ロナの影響でここ数年開催でき
ていない状況ではありますが。

　世界に誇る技術を持った
VERA は、入来だけでなく、薩
摩川内市の宝、そして観光の目
玉としてもこれからも必要だと
考えています。
　多くの人にVERAのことを認
識してもらい、もっと多くの人
にVERAを身近に感じてもらい
たいと思っています。
　また、当時、宇宙少年団とし
て活動してくれた子どもたちや
星物語に参加してくれた人たち
が、天文学や星に興味を持ち、
もしかしたらそういった分野の
研究者などとして活躍してくれ
るんじゃないか、などと期待し
ながら私は、今日も空を見上げ
ています。

VERAがある街は、
選ばれし街

VERAと地域振興

　VERAは、研究者だけでなく、い
ろいろな人の思いに支えられていま
す。そんな支援者の中から本田静さ
んと中村堅太郎さんに寄稿いただき
ました。

VERAを
取り巻く人々

62021.09.10 広報

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

　
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
２
２
年
ま
で

を
期
限
と
し
て
、
天
の
川
銀
河(

銀
河

系)

の
正
確
な
３
次
元
地
図
を
作
る
こ

と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
計
画

は
、
紆う
余よ
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
無
事

に
終
了
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
中
川
さ
ん
を
中
心

と
し
た
鹿
児
島
大
学
で
は
、
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ

計
画
の
完
遂
に
向
け
た
新
た
な
ア
イ
デ

ア
を
盛
り
込
ん
だ
研
究
が
、
今
も
進
ん

で
い
ま
す
。

　
今
後
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
入
来
観
測
局
は
、
国

際
的
な
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
の
観
測
局
と
し
て
新

し
い
時
代
を
迎
え
ま
す
。
お
隣
の
韓
国

や
中
国
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ

の
研
究
が
始
ま
る
タ
イ
の
新
し
い
電
波

望
遠
鏡
な
ど
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
地

域
に
大
き
く
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
、
国
際
的
な
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
観
測
を
進

め
て
い
き
ま
す
。　

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
と
も
に

　
こ
れ
ま
で
、
全
国
の
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測

局
で
は
、
星
空
観
望
会
や
夕
涼
み
ラ
イ
ブ
、

星
空
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
企
画
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
来
観
測
局
で
も
、
こ
れ
ま

で「
八
重
山
高
原
星
物
語
」と
し
て
、
県

内
の
複
数
の
大
学
や
国
立
天
文
台
、
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な
ど
の
協
力

の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
実
験
や
特
産

品
の
販
売
な
ど
の
催
し
が
提
供
さ
れ
、

夏
祭
り
さ
な
が
ら
の
賑
わ
い
を
見
せ
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
ア
ン
テ
ナ
ツ
ア
ー

と
観
測
棟
の
見
学
は
、
年
に
1
回
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
も
大
人
も
大
興
奮
の
一
日
と
な

っ
た
ほ
ど
。

　
現
在
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

な
か
な
か
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
で

き
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ａ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
身
近
に
関

わ
り
な
が
ら
一
緒
に
成
長
し
て
き
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
皆
さ
ん
も
、
遠
く

宇
宙
へ
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
時
に
は
、

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
も
と
へ
足
を
運
び
、
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ａ
と
と
も
に
空
を
見
上
げ
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
す
。

願
い
事

　
言
う
ま
で
消
え
る
な

　
　
　
　
　
流
れ
星

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ジ
カ
ケ
ル

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と

や
紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
広
報
室
広
聴

広
報
Ｇ（
内
線
６
３
２
）

7 Satsumasendai city Public Relations, 2021.09.10


